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［主な内容］ 
岡垣町の新成人 
第3回岡垣町議会定例会 

表紙説明は裏表紙
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あなたの門出を祝います

岡垣町の新成人

【
湯
川
】
魚
澄
明
宏

【
波
津
】
宮
崎
亜
弥
・
宮
本
聖
子

【
原
】
花
田
美
将

【
内
浦
】
安
部
巧
・
石
川
貴
宏
・
占
部
梢
・

占
部
裕
衣
・
神
崎
唯
信
・
竹
井
絵
美
・
辻

彩
花
・
長
畑
真
由
美
・
原
真
智
子

【
手
野
】
太
田
明
奈
・
太
田
朱
美
・

重

万
里
・
畠
菜
々
実
・
松
井
隆
幸
・
與
島
絵

里
子

【
新
松
原
】
川
原
仁
・
原
琴
恵
・
山
田
智

絵
・
吉
田
茂
嗣

【
三
吉
団
地
】
蘭
祐
一
郎
・
大
村
知
世
・
川

畠
一
志
・
執
行
儀
光
・
田
向
一
樹
・
村
田

莉
菜

【
三
吉
】
片
山
陽
介
・
堤
友
季
・
松
丸
馨
・

宮
脇
恵
梨
花
・
横
山
正
徳
・
吉
田
佳
奈
未

【
吉
木
】
麻
生
絢
子
・
麻
生
真
理
・
上
嶋

甫
・
瓜
生
哲
也
・
大
嶋
未
知
子
・
小
野
恭

介
・
金
子
悠
希
・
川
原
一
憲
・
黒
田
亜

矢
・
古
賀
亮
平
・
小
島
愛
・
神
野
千
聡
・

堤
由
紀
・
鳥
谷
あ
ず
さ
・
中
野
貴
登
・
畠

中
亮
輔
・
廣
渡
美
子
・
福
沢
智
恵
・
福
島

舞
美
・
古
川
耕
次
・
古
野
恭
大
・
本
田
綾

香
・
門
司
望
・
山
川
久
美
子
・
吉
田
江
里

【
高
塚
】
重
本
友
里
恵

【
高
倉
】
金
子
優
樹
・
田
中
明
里
・
早
川
和

也
・
深
田
祐
子
・
山
下
静

【
元
松
原
】
高
城
美
緒
・
廣
渡
和
矢

【
西
黒
山
】
貫
野
麻
美
・
矢
野
美
和
子

【
東
黒
山
】
高
崎

慈
・
吉
田
隆
徳

【
糠
塚
】
草
場
純
・
築
地
昭
奈
・
野
田
徹
・

旗
生
扇
弓
・
二
村
亜
紀
子
・
松
尾
静
・
桃

川
歩
美

【
山
田
】
秋
武
志
信
・
石
田
鈴
・
荻
野
志
津

香
・
鳥
見
健
太
・
平
田
貴
大
・
廣
渡
隆

寛
・
松
丸
謙
太
郎
・
松
丸
十
崇
・
松
丸
美

圭
・
宮
本
若
奈
・
山
下
友
利
亜

【
山
田
峠
】
岩

由
香
・
岩
永
倫
和
・

佐
々
木
美
香
・
高
森
晴
太
郎

【
西
山
田
】
河
合
友
美
・
下
川
床
雄
一
・
松

本
侑
子
・
南
暢
幸

【
東
山
田
】
穴
井
伸
幸
・
池
田
万
由
未
・
石

田
健
二
・
石
田
満
春
・
伊
東
陽
一
郎
・
碓

井
和
敬
・
江
藤
弓
華
・
岡

航
治
・
川
端

政
範
・
杉
原
隆
太
・
田
熊
公
美
子

【
南
山
田
】
赤
川
祐
一
・
麻
生
貴
史
・
宇
留

島
敬
輔
・
川
越
智
代
・
國
松
洋
介
・
佐
々

木
淳
・
島
内
美
幸
・
花
田
芳
行
・
袋
正
一

【
茅
原
】
秋
武
一
也
・
安
部
和
美
・
石
田
浩

一
・
梅
木
貴
子
・
後
藤
佐
智
子
・
中
村

成
・
平
野
優
・
美
通
加
奈
子
・
山
本
洋
平

【
緑
ケ
丘
】
浅
海
優
・
小
野
耕
平
・
角
保
啓

子
・
兼
光
昭
考
・
近
藤
衣
里
子
・
近
藤
夢

子
・

永
小
由
里
・
西
森
千
尋
・
平
野
智

一
生
に
一
度
の
成
人
式

平
成
18
年
１
月
９
日
(祝)
に
行
う
成

人
式
の
対
象
者
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
対
象
者
は
、
男
性
百
七

十
八
人
、
女
性
百
九
十
一
人
の
合
計

三
百
六
十
九
人
で
、
昭
和
60
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

こ
の
名
簿
は
、
平
成
17
年
９
月
８

日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に

作
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

12
月
上
旬
に
成
人
式
の
案
内
状
を
郵

送
し
ま
す
。
氏
名
が
載
っ
て
い
な
い

人
や
氏
名
に
誤
り
が
あ
る
人
、
岡
垣

町
外
に
住
ん
で
い
て
出
席
を
希
望
す

る
人
は
、
11
月
25
日
(金)
ま
で
に
社
会

教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

成　人　式
対象者には案内状を送付します。当日持参してください。

と　き 平成18年1月9日(祝)

午前11時～

受　付 午前10時30分～

ところ 岡垣サンリーアイ
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之
・
藤

陽
子
・
村
岡
信
吾
・
森
園
淳

司
・
山
下
智
英
・
吉
武
大
貴
・
渡
邉
裕
也

【
高
尾
】
井
元
雄
基
・
大

嵩
之
・
野
々

龍
二

【
旭
西
】
上
部
鉄
平
・
梶

哲
也
・
河
津
沙

耶
可
・
白
石
卓
也
・

場
祐
介
・
中
尾
有

美
子
・
藤

慎
二
郎
・
外
尾
洋
子
・
山

祐
己
・
吉
岡
愛
華
・
渡
邊
一
恵

【
旭
中
】
坂
本
明
子
・
柴
田
あ
す
み
・
田
中

佑
亮
・
原
野
鉄
平
・
廣
渡
麻
由
子
・
森
勇

樹
・
守
屋
佑
香

【
旭
東
】
石
塚
綾
乃
・
伊
東
恒
太
・
稲
垣
輝

美
・
岩
下
瑠
美
・
金
谷
聡
子
・
清
田
祐

輔
・
生
野
和
美
・
塩
津
啓
介
・
志
水
あ
ゆ

み
・
杉
谷
英
郁
・
竹
下
伸
一
・
籏
生
麻

琴
・
林
育
美
・
日
野
真
志
・
森
さ
や
か

【
旭
南
】
市
川
真
奈
美
・
蒲
地
亮
太
・
小
柳

俊
朗
・
佐
藤
亮
平
・
田
中
伴
明
・
野
田
博

美
・
福
井
麻
美
・
福
永
慎
也
・
村
上
広

平
・
山
田
信
徳
・

松
沙
紀

【
東
松
原
】
井
手
淳
一
・
井
上
美
穂
・
枝
本

剛
典
・
倉
本
浩
平
・
神
松
聖
美
・
神
谷

舞
・
清
水
美
樹
男
・

野
亮
吾
・
冨
迫

剛
・
中
村
里
美
・
西
岡
忠
義
・
早
川
美
奈

子
・
松
川
朋
恵

【
高
陽
】
大
矢
崇
史
・
金

晶
子
・
権
田

大
地
・
佐
藤
研
二
・

田
麻
夕
子

【
百
合
ケ
丘
】
生
塩
久
・
大
山
栄
子
・
猿
渡

周
雄
・
竹
本
美
佐
・
谷
口
慶
幸
・

澤
志

穂
・
平
島
亜
由
子
・
松
丸
祐
司
・
渡
部
憲

治【
鍋
田
】
有
江
樹
理
・
大
村
美
穂
・
宮
園
正

寛
・
吉
田
真
帆

【
西
高
陽
】
有
野
麻
衣
・
大
庭
英
之
・
加
藤

由
美
・
貞
松
ひ
と
み
・
塩
川
雅
彦
・
中
島

由
香
里
・
仁
科
卓
也
・
西
中
川
元
秀
・

渡

俊
充
・
松
田
倫
子
・
山
口
真
未

【
東
高
陽
】
赤
坂
朋
美
・
伊
東
好
・
岩
本
美

那
子
・
大
賀
美
智
子
・
大
脇
千
佳
・
笠
井

美
里
・
栗
原
広
和
・
桑
野
秀
則
・
筑
紫
真

直
美
・
成
松
美
智
子
・
西
丸
潤
・
前
田
恒

平
・
松
本
智
早

【
南
高
陽
】
工
藤
広
大
朗
・
武
本
直
也
・
築

城
鉄
也
・
西
井
佑
一
・

瀬
雅
哉

【
戸
切
】
石
田
剛
士
・
立
林
紫
織
・
林
恵
美

子【
戸
切
百
合
野
】
小
石
智
美
・

桑
毅
・

西
村
恵
・
平
野
裕
子

【
戸
切
白
谷
】
柿
木
龍
馬
・
田
中
敏
和
・
中

村
彰
・
長
原
圭
吾
・
藤
森
真
麻
・
森
下

愛
・
山
下
真

【
上
海
老
津
】
内
田
貴
士
・
川
畑
里
美
・
樋

口
賢
太

【
東
海
老
津
】
秋
武
つ
ず
み
・
石
丸
香

【
新
海
老
津
】
岩

一
弥
・
岩
丸
毅
・
佐

藤
大
輔
・
篠
原
真
美
・
柴
田
要
・
柴
村
幸

成
・
末
次
竜
則
・
谷
口
み
ど
り
・
刀
根
麻

実
・
長
畑
吉
騎
・
奈
木
野
睦
美
・
野
口

愛
・
深
田
晋
一
郎
・
松
本
め
ぐ
み
・
丸
山

あ
か
り
・
本
永
梓
・
柳
澤
俊
介
・
山
下
裕

太
郎

【
海
老
津
】
石
田
敬
・
上
田
真
弓
・
魚
住
幸

代
・
大
脇
香
・
川
浪
朋
恵
・
木
原
知
美
・
神

谷
恭
平
・
谷
口
静
・
中
村
圭
介
・
日
隈
節
・

政
岡
絵
理
・
松
隈
大
侑
・
松
本
美
奈
子
・

峯
竹
晴
・
吉
田
佳
代
・
吉
田
哲
朗
・

山
愛
子
・
渡
邉
佳
央
里

【
上
畑
】
藤
原
幸

【
野
間
一
】
上
野
範
人
・
大
野
里
美
・
小
車

篤
司
・
河
村
雅
志
・
木
下
真
希
・
久
保
田

美
貴
・
白
石
祐
将
・
白
澤
佳
緒
里
・
田
中

良
子
・
平
嶋
徹
・
松
尾
彩
・
吉
田
望

【
野
間
二
】
岡
村
知
治
・
郡
山
真
季
・

山
耕
輔
・
前
濱
由
貴
・
山
田
茜

【
野
間
三
】
有
吉
美
奈
・
大
賀
菜
緒
・
小
野

智
子
・
白
水
美
幸
・

戸
千
明
・

橋
沙

希
・
福
島
悠
貴
・
松
尾
崇
広
・
松
本
久

雄
・
山
本
祐
輔

【
野
間
四
】
井
上
隆
弘
・

山
優
子
・

田

智
大
・
服
巻
幸
恵
・
増
野
弘
樹
・
松
本
尚

也【
塚
原
】
酒
見
務

【
松
ケ
台
西
】
岩
藤
未
央
・
大
塚
ゆ
か
り
・

白
石
学
・
谷
川
仁
美
・
谷
口
麻
依
子
・
本

多
亜
佑
美
・
松
田
俊
二
・
安
永
一
樹

【
公
園
通
り
東
】
筑
紫
英
之
・
南
郷
幸
子
・

山
腰
直
志
・
山
下
志

【
公
園
通
り
中
】
秋
武
祐
生
・
木
村
裕
里
・

神
屋
亮
文
・
高
椋
文
・
内
藤
裕
樹
・
野
本

麻
衣
・
松
本
拓
也
・
宮
下
茜
・
三
輪
祐

允
・
山
田
有
希

【
公
園
通
り
西
】
片
山
広
樹
・
谷
口
純
・
谷

口
裕
・
吉
原
丈
加
・
鷲
尾
央
子

【
龍
王
団
地
】
池
田
三
保
・
齋
藤
靖
知
・
八

尋
麻
由
美

成人式は新成人による実行委

員会で企画、運営しています。

自分たちの手で思い出に残る

成人式をプロデュースしてみま

せんか？

募集人数 10人程度

対　　象 新成人

申し込み 10月31日(月)まで

に社会教育課へ

成人式
実行委員募集
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

通
常
の
開
庁
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

利
用
で
き
な
い
在
職
求
職
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
10
月
か
ら
土

曜
日(

午
前
10
時
〜
午
後
５
時)

も
開
庁

し
、
求
人
情
報
の
提
供
、
職
業
相
談
や

職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

1
６
２
２
‐
５
５
６

６
へ休

日
に
県
税(

自
動
車
税
や
不
動
産
取

得
税
な
ど)

の
納
税
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

10
月
23
日
(日)
、
11
月
20
日
(日)
、

12
月
11
日
(日)
、
18
日
(日)
と
も
に
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

北
九
州
西
県
税
事
務
所(

八
幡

東
区)

問
い
合
わ
せ

北
九
州
西
県
税
事
務
所

1
６
６
２
‐
９
３
１
２
へ

10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の
強
化

月
間
で
す
。
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
は

豊
か
で
便
利
に
な
る
一
方
で
、
大
量
の

ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
ご
み
を
減
ら
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
は

○
買
い
物
の
と
き
に
は
買
い
物
袋
を
持

参
し
ま
し
ょ
う

○
不
要
、
過
剰
な
包
装
は
で
き
る
だ
け

断
り
ま
し
ょ
う

○
簡
易
な
包
装
、
詰
め
替
え
用
の
商
品

を
選
び
ま
し
ょ
う

事
業
者
は

○
お
客
に
買
い
物
袋
持
参
を
呼
び
か

け
、
不
要
な
レ
ジ
袋
や
紙
袋
の
提
供

を
控
え
ま
し
ょ
う

○
詰
め
替
え
用
商
品
の
販
売
、
商
品
の

簡
易
包
装
に
努
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
ま
た
は
、

ご
み
と
資
源
を
考
え
る
福
岡
県
民
会
議

事
務
局(

県
循
環
型
社
会
推
進
課)

1
０

９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
７
１
へ

無
料
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
１
日
(土)
〜
平
成
18
年
２

月
28
日
(火)
※
第
２
・
４
、
土
・
日
除
く

と
こ
ろ

西
日
本
産
業
衛
生
会
北
九
州

健
診
診
療
所(

小
倉
北
区)

問
い
合
わ
せ

県
健
康
対
策
課
1
０
９

２
‐
６
４
３
‐
３
２
７
０
へ

善
意
で
提
供
を
受
け
た
健
康
な
骨
髄

で
、
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の
患
者

を
広
く
公
平
に
救
う
こ
と
が
骨
髄
バ
ン

ク
の
使
命
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人

が
骨
髄
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

骨
髄
提
供
希
望
者(

ド
ナ
ー)

に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

骨
髄
移
植
推
進
財
団

7
０
１
２
０
‐
４
４
５
‐
４
４
５
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で

す
。
日
本
に
は
臓
器
の
提
供
を
待
っ
て

い
る
患
者
が
約
１
万
３
千
人
い
ま
す
。

そ
の
命
を
救
う
の
は
医
師
で
あ
り
、
あ

な
た
の
意
思
で
も
あ
り
、
そ
し
て
家
族

の
理
解
で
す
。
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ

ー
ド
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

こ
の
カ
ー
ド
は
全
国
の
市
町
村
役

場
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
置
い
て
あ
り
、
自
由
に
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
7
０
１
２
０
‐
２
２
‐
０
１
４

９
ま
た
は
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
1

０
９
２
‐
４
３
２
‐
５
５
７
７
へ

お
知
ら
せ

一
部
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
10
月
か
ら

土
曜
日
も
開
庁

環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を

マ
イ
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

休
日
の
納
税
窓
口

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク推進

月
間
で
す

伝
わ
る
こ
こ
ろ
　
つ
な
が
る
命



5

最
低
賃
金
は
、
労
働
条
件
の
改
善
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
福

岡
県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
１
時
間
当

た
り
六
百
四
十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課
1
０
９

２
‐
６
４
３
‐
３
５
８
７
へ

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で

す
。
労
働
保
険
は
法
律
で
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
た
強
制
保
険
で
、
未
加
入
の

場
合
は
、
職
権
に
よ
る
成
立
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
所
轄

の
労
働
基
準
監
督
署
か
公
共
職
業
安
定

所(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
労
働
局
労
働
保
険

適
用
室
1
０
９
２
‐
４
３
４
‐
９
８
３

４
へ風

水
害
で
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
た
と
き
は
、
所
得
税
を
軽
減

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
の

確
定
申
告
で
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け

る
か
、
災
害
減
免
法
に
よ
る
税
額
の
軽

減
措
置
の
適
用
を
受
け
る
か
、
ど
ち
ら

か
有
利
な
方
法
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
で
、
国
税
の
申
告
、
申
請
、

請
求
、
納
税
な
ど
が
期
限
ま
で
に
で
き

な
い
と
き
は
、
申
請
す
る
と
期
限
の
延

長
や
納
税
の
猶
予
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

関
連
記
事
を
国
税
庁
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
1
７
６

１
‐
２
５
３
７
へ

少
子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
で
、
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
創
業
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象

創
業
予
定
者
、
新
規
参
入
予

定
者
な
ど

と
　
き

10
月
27
日
(木)
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分

と
こ
ろ

ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
イ
ン
小
倉

(

小
倉
北
区)

内
　
容

講
演
・
対
談

定
　
員

百
人
※
先
着
順

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
新

生
活
産
業
創
造
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
1
０

９
２
‐
７
１
１
‐
３
１
６
６
へ

幼稚園就園奨励費補助金制度 
幼稚園児に補助金を交付します 

町内の幼稚園に入園を希望する人へ 
　平成18年度の入園受付・
願書配布は10月11日から
行います。 

補助金額表※金額は年額 

対　象 

町内の幼稚園 
えびつ幼稚園 
岡垣第一幼稚園 
岡垣中央幼稚園 

 

住　　　　所 電話番号 
中央台五丁目 7番18号 
東松原一丁目15番 2号 
吉木西一丁目 1番15号 
 

282－1135 
282－0235 
282－0247

１人在園 同じ幼稚園に2人在園、 
そのうちの第2子 

同じ幼稚園に3人在園、 
そのうちの第3子 

○平成17年度市町村民税が非課税となる世帯 
○生活保護世帯 
 

平成17年度市町村民税の所得割課税額が 
1万7,200円以下の世帯 

平成17年度市町村民税の所得割額が非課税と 
なる世帯 

平成17年度市町村民税の所得割課税額が 
12万4,400円以下の世帯 

平成17年度市町村民税の所得割課税額が 
12万4,400円を越える世帯 
 

13万9,100円 

10万5,400円 

8万800円 

5万6,800円 

1万6,000円 

19万7,000円 

17万7,000円 

16万2,000円 

14万7,000円 

1万6,000円 

25万4,000円 

24万7,000円 

24万2,000円 

23万7,000円 

1万6,000円 

問い合わせ　各幼稚園へ 

　町内に住民票があり、町内外の幼稚園に在園している満3歳～5歳の園児が対象です。 

ご
存
知
で
す
か
？
最
低
賃
金

台
風
で
被
害
を
受
け
た
人
へ

社
長
さ
ん
、
労
働
保
険
へ
の

加
入
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

講
　
　
演

新
生
活
産
業
創
業
セ
ミ
ナ
ー
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仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
可
能
な
社

会
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
19
日
(水)
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル(

福
岡
市

中
央
区)

内
　
容

講
演
、
円
卓
会
議
、
子
育
て

応
援
企
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
新
雇
用

開
発
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
５
８

６
へ突

然
心
臓
が
止
ま
っ
た
人
の
命
を
救

う
に
は
、
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
心
臓
へ

の
除
細
動(

電
気
シ
ョ
ッ
ク)

を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
自
動
体
外
式
除
細
動

器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
使
用
を
含
め
た
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
11
日
(金)
・
18
日
(金)
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(

水
巻
町)

申
し
込
み

10
月
25
日
(火)
ま
で
に
、
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
希
望
日
を
記
入
し
、
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」

係(

〒
８
０
７
‐
０
０
４
６
水
巻
町
吉
田

西
２
丁
目
17
‐
７)

へ
※
応
募
多
数
時
は

抽
選

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
６
１
へ

学
習
発
表
、
作
業
学
習
製
品
販
売
な

ど
を
催
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
３
日
(祝)
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

県
立
北
筑
前
養
護
学
校(

古
賀

市)問
い
合
わ
せ

県
立
北
筑
前
養
護
学
校

1
０
９
２
‐
９
４
３
‐
８
６
７
４
へ

子
育
て
や
家
庭
教
育
、
い
じ
め
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
青
少
年
や
保

護
者
の
み
な
さ
ん
、
一
度
電
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
面
接
相
談
も
行
い
ま
す
。
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き

10
月
21
日
(金)
、
22
日
(土)
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
相
談
電
話
】
1
０
９
４
８
‐
２
５
‐
７

８
３
０

【
面
接
相
談
】
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

春
日
市)

問
い
合
わ
せ

県
青
少
年
課
1
０
９
２
‐

６
４
３
‐
３
３
８
８
へ

身
体
障
害
者
手
帳
や
補
装
具
な
ど
に

つ
い
て
、
障
害
者
更
生
相
談
所
が
巡
回

総
合
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
21
日
(金)
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ

芦
屋
町
中
央
公
民
館

対
　
象

県
内
在
住
の
身
体
障
害
者

(

児)

、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
※
視
覚
、
内
部
障
害

者
は
除
く

内
　
容

○
補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
、
適
合
判
定
○
更
生
医
療
○

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
な
ど
の
利

用
○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

持
っ
て
く
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手

帳
※
持
っ
て
い
る
人
だ
け
○
補
装
具
の

交
付
・
修
理
希
望
の
人
は
、
前
回
交
付

し
た
補
装
具
○
印
か
ん

申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
30
分
〜
午

催
　
　
し

講
　
　
座

後
２
時
30
分

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

10
月
17
日
(月)
か
ら
23
日
(日)
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。

国
や
市
町
村
、
公
団
・
J
R
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
な
ど
で
、
説
明
に
納

得
で
き
な
い
、
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
、

こ
の
よ
う
に
し
て
欲
し
い
な
ど
が
あ
れ

ば
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
無
料
。

岡
垣
町
の
行
政
相
談
委
員(

総
務
大
臣

か
ら
委
嘱)

の
江
藤
和
生
さ
ん(

高
陽
区)

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
巡
回
行
政
相
談
所
】

と
き
・
と
こ
ろ

10
月
18
日
(火)
・
19
日
(水)
東
部
公
民
館

20
日
(木)
・
21
日
(金)
中
央
公
民
館

22
日
(土)
・
23
日
(日)
西
部
公
民
館

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

【
定
例
行
政
相
談
】

と
　
き
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

警
察
で
は
犯
罪
被
害
者
の
心
の
ケ
ア

を
行
う
た
め
、
専
門
の
女
性
心
理
カ
ウ

働
く
人
へ
の
子
育
て
支
援

ふ
く
お
か「
子
育
て
応
援
宣
言
」大
会

相
　
　
談

い
ざ
と
い
う
と
き
の
救
命
講
習
会

県
立
北
筑
前
養
護
学
校
文
化
祭

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

や

み
ゼ
ロ

な

あ
な
た
の
補
装
具
は

大
丈
夫
で
す
か
？

身
近
な
行
政
相
談

犯
罪
被
害
者
に
心
の
ケ
ア
を
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ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
電
話

ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ

ン
　
1
０
９
２
‐
６
３
２
‐
７
８
３
０

相
談
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分(

土
日
祝
日
除
く)

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
な
ど
の

故
意
の
犯
罪
で
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族

や
重
傷
病
者
、
障
害
が
残
っ
た
人
に
、

国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

折
尾
警
察
署
1
６
９

１
‐
０
１
１
０
へ

来
春
小
・
中
学
校
に
入
学
を
希
望
、

検
討
し
て
い
る
人
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
14
日
(月)
〜
18
日
(金)
の
う

ち
１
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
10

分内
　
容

学
校
見
学
、
授
業
参
観
、
教

育
相
談
、
在
校
生
と
の
合
同
学
習
体
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
21
日
(金)
ま
で
に
、
児
童
生
徒
は
現

在
通
っ
て
い
る
学
校
、
就
学
前
幼
児
は

在
住
の
教
育
委
員
会
か
県
立
北
筑
前
養

護
学
校(

古
賀
市)

1
０
９
２
‐
９
４

３
‐
８
６
７
４
へ

ボ
ー
ル
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
楽
し

く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
健
康
維
持
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

【
水
曜
日
版
】

と
　
き

11
月
２
日
〜
３
月
29
日
毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

受
講
料

五
千
円

【
土
曜
日
版
】

と
　
き

11
月
５
日
〜
３
月
18
日
第

１
・
３
・
５
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

受
講
料

三
千
円

定
　
員

と
も
に
若
干
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
24
日

(月)
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

と
　
き

11
月
13
日
(日)
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
15
分

と
こ
ろ

太
宰
府
市
中
央
公
民
館

内
　
容

一
般
参
加
の
部(

高
齢
者
の
部

参
加
者
以
外
の
３
〜
５
人
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム)

募
集
人
数

百
五
十
人
※
先
着
順

参
加
料

五
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日
(月)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
に
あ

る
申
込
書
を
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お

か
２
０
０
５
太
宰
府
市
実
行
委
員
会
事

務
局
1
０
９
２
‐
９
２
１
‐
２
１
２
１

へ

秋になり、自然の風で過ご
せる気候になりました。冷房
を使用しなくてよくなったこ
の季節に、窓を開けていて忍
び込みの被害に遭ったり、う
っかり窓を開けたまま外出し、
空き巣の被害に遭ったりする
可能性があります。岡垣町で
も空き巣・忍び込み被害が発
生しています。過ごしやすい
季節こそ油断大敵。犯罪の未
然防止、自己防衛のためにも、
十分注意しましょう。

問い合わせ
折尾防犯協会連合会1692-
6020または岡垣町防犯協会
(地域づくり課)へ

募
　
　
集

ス
ポ
ー
ツ

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

10
月
21
日
(金)
午
後
６
時
30
分

か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

ほ
っ
と
け
ー
き

曲
　
目
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
　
ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー

「
ミ
リ
オ
ン
ダ
ラ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
」

と
　
き

10
月
29
日
(土)
午
前
10
時
・
午

後
２
時
・
６
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

自
由
席)

入
場
料

一
般
千
円
、
学
生
八
百
円
、

シ
ニ
ア
・
障
害
者(

当
日
券
の
み)

千
円

※
当
日
は
二
百
円
増
し

梯
剛
之
デ
ビ
ュ
ー
10
周
年

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

と
　
き

11
月
５
日
(土)
午
後
７
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

指
定
席)

入
場
料

前
売
三
千
円
、
当
日
三
千
三

百
円

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ

第
２
回
九
北
陶
芸
展

と
　
き

11
月
３
日
(祝)
〜
６
日
(日)
午
前

10
時
〜
午
後
５
時(

最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で)

と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
コ
ー
ナ

ー※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

秀
高
窯
1
２
８
３
‐
１

３
３
３
へ

県
立
北
筑
前
養
護
学
校
に

体
験
入
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
、

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
２
０
０
５

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会

知
っ
て
ま
す
か
？
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
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と　き ８月20日
ところ 町民弓道場
優　勝 川原　正訓
準優勝 渡部　京子
第３位 神谷　和子

と　き ８月26日
ところ 町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝 内田　富康
準優勝 石川　光男
第３位 上野　秋豊
《女子の部》
優　勝 小八重洋子
準優勝 長畑トモ子
第３位 花田キミ子

と　き ８月27日
ところ 町民総合グラウンド
《高学年の部》
優　勝 吉木サッカークラブ
準優勝 岡垣サザンイレブン

と　き ８月21日・28日
ところ 町民総合グラウンド

松ヶ台グラウンド
第３位 福岡キングス

と　き ８月28日
ところ 大野城市まどかパー

ク運動公園
準優勝 岡垣Ａチーム
（松 吉次・小池宗矢夫・松
永博治・花田キミ子）

と　き ８月28日・９月４
日・９月11日

ところ 町民総合グラウンド
優　勝 公園通りサンリーズ
準優勝 三吉ソフトボールク

ラブ
第３位 吉木ソフトボールク

ラブ

原ソフトボールクラ
ブ

と　き ９月11日
ところ 松ヶ台グラウンド
優　勝 海老津ニュースター

ズ
準優勝 西部エンゼルス
第３位 福岡キングス

と　き ９月11日
ところ 総合グラウンド相撲

場
《団体の部》
優　勝 吉木チーム
準優勝 糠塚チーム
《小学１年生の部》
優　勝 宮城　壮介
準優勝 田原　大地
第３位 瀬戸恒治郎
《小学２年生の部》
優　勝 岡田皐太郎
準優勝 植杉　幸司
《小学３年生の部》
優　勝 友成　雅貴
準優勝 福崎　聖也
第３位 柳瀬　広樹
《小学４年生の部》
優　勝 吉海　　由
準優勝 田原　翔太
第３位 田中　広明

《小学５年生の部》
優　勝 福崎　琢也
《小学６年生の部》
優　勝 渡辺　龍馬

と　き ９月４日
ところ 八幡西区柔剣道場
《小学1年生の部》
優　勝 門司　龍一
第３位 宮城　壮介
《小学6年生の部》
準優勝 松本　隆一
第３位 牧山　基駿

がんばった人にマル　─スポーツ結果─

８月度月例弓道射会 第18回おんが自動車学校旗
争奪少年軟式野球大会

第21回八幡西区少年柔道大会

第５回県ねんりんスポーツ
文化祭ペタンク交流大会

ソフトボール秋季大会

少年軟式野球第４回占部熊弘杯

秋季少年相撲大会

グラウンドゴルフ８月例会

少年サッカー夏季大会

湯川山ふれあい登山に
参加しよう！

と　　き 10月29日(土)
午前9時～
※雨天中止

集合場所 成田山駐車場
持 参 品 弁当・水筒
問い合わせ 登山連盟(向井)

1282－5163へ

パソコン若葉マーク教室

～はじめよう！インターネット～
楽しみながら基本操作を学び、インターネット

で情報検索を体験します。
と　き 11月8日・22日(火)ともに

1回目　午前10時～正午
2回目　午後１時～３時

対　象 町内在住のインターネット未経験者

定　員 各6人※先着順
参加費 無料

※当日は午後４時まで、インターネット
コーナーは利用できません。

申し込み 10月20日(木)～31日(月)
問い合わせ 情報プラザ人の駅へ
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第
２
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例

改
正
で
特
別
職(

町
長
・
助
役
・
教
育

長)

の
給
与
や
報
酬
な
ど
を
約
二
百
六
十

万
円
減
額
し
、
上
高
倉
の
猿
田
溜
池
の

改
修
工
事
や
公
民
館
増
改
築
の
た
め
の

補
助
金
交
付
な
ど
の
た
め
、
約
千
五
百

五
十
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
結
果
、

合
わ
せ
て
約
千
二
百
九
十
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
８
日
の
衆
議
院
解
散
に

よ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
を
行
う
経
費
と
し

て
、
約
千
八
十
五
万
円
を
増
額
す
る
専

決
処
分
※
１
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

公
営
企
業
借
換
に
伴
っ
た
起
債
の
増

額
と
、
波
津
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事

に
伴
っ
た
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
額
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

を
合
わ
せ
て
約
二
億
九
千
万
円
で
し
た
。

詳
細
は『
広
報
お
か
が
き
』10
月
25
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
17
年
度

一
般
会
計
の
予
算
を
補
正

平
成
16
年
度
各
種
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

平
成
16
年
度

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
決
算
報
告

平
成
17
年
度

水
道
事
業
会
計
の
予
算
を
補
正

平成17年

第３回岡垣町議会定例会
可決された主な内容

※
１
　
衆
議
院
が
急
に
解
散
し
、
議
会
を
開
く

時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
町
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
処
理
を
行
っ
た

会計名 歳入総額 歳出総額 差　引 

一般会計 

特
別
会
計 

水道事業会計 

国民健康保険事業 
老人保健事業 
住宅新築資金等貸付事業 
公共下水道事業 
農業及び漁業集落排水事業 

収益的収支 
資本的収支 

83億9,323万円 

27億9,594万円 

36億8,809万円 

355万円 

20億4,137万円 

1億9,462万円 

5億2,324万円 

2億8,702万円 

81億2,839万円 

29億1,439万円 

36億8,117万円 

480万円 

19億　154万円 

1億6,255万円 

4億5,668万円 

4億7,903万円 

2億6,484万円 

－1億1,845万円 

692万円 

－125万円 

1億3,983万円 

3,207万円 

6,656万円 

－1億9,201万円 

※1

※1

※2

※1　不足分を翌年度繰上充用金で補てん 
※2　不足分を内部留保資金などで補てん 

補てん…不足した部分を補って埋めること 
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今回の
表　紙

夏の暑さが残る9月23日、東・中部保育所で運動会が行われました。写真は東部保育所の光・月・星組による踊り｢マツケ
ンサンバ｣の風景。スティックを持って踊る子どもたちのそのほほえましい姿に、家族は思わずにっこり。

去年の8月から岡垣町にオーストラリア人2人が
国際理解を進めるための仕事で来ました。国際交
流員(CIR)のアドリアナ(私)と外国語指導助手
(ALT)のトーニさんです。日本人との初対面に次
のような会話がよくあります。

アドリアナ：私はオーストラリア人です。
日　本　人：あっ、そう…じゃあ、彼女は？(トー

ニさんの方を見る)
アドリアナ：オーストラリア人です。
日　本　人：えっ…？
アドリアナ：2人ともオーストラリアから来まし

た。
日　本　人：でも、中国人じゃないですか?
アドリアナ：両親はベトナム出身だけど、彼女は

オーストラリアで生まれ育ちました。
日　本　人：じゃ、ベトナム人だよね。
アドリアナ：いいえ、オーストラリア人です。

オーストラリア人の顔

下の写真を見て、誰がオーストラリア人だと思いますか？

日本人はトーニ
さんがアジア系の
顔をしていること
から、オーストラ
リア人だというこ
とが信じられませ
ん。オーストラリ
ア、アメリカやカ
ナダなどの国々の人々に対して、日本人が持って
いるイメージは白人だそうです。しかし、オース
トラリアは日本と違って、移民族で作られた多文
化国家です。
オーストラリアというと、元々の移住者はほと

んどアイルランド人かイギリス人だったので、白
人が多かったようです。第2次世界大戦後、人口が
少なくなったため、移民を促進する制度が実施さ
れました。異なった文化圏から、移民が大量に流
れ込んできました。最近では、総人口の4分の1近
くがオーストラリア以外で生まれ、そのうちの6割
以上は英語圏以外の国で生まれています。従って、
シドニーでイタリア人、ギリシャ人、レバノン人、
トルコ人、インド人、中国人、ベトナム人、南米
人などはいたるところで見かけ、世界中の人が1つ
の場所に集まっているような感じです。

じゃ、最初の質問にはどう答えますか？
答え：全員！！
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